
効
率
向
上
に
期
待
高
ま
る
複
合
発
電

水
車
と
発
電
機
の
一
体
交
換
で
最
新
技
術
を
導
入

世
界
ト
ッ
プ
効
率
の
石
炭
火
力

原子力発電所の安全対策

社会基盤を支える電力事業
　
今
回
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
基
盤
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
電
力
業

界
。
定
期
点
検
で
止
ま
っ
た
全
国
の
原
発
は
再
稼
働
が
難
し
く
、
電
力
不
足
は
日
本
全

体
の
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
電
力
の
安
定
供
給

は
不
可
欠
。
原
発
を
補
う
べ
く
、
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

や
石
炭
に
よ
る
火
力
発

電
所
の
実
力
が
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
現
在
も
稼
働
し
て
い
る
原
発
が
二
度

と
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
電
力
各
社
に
は
安
全
対
策
な
ど
へ
の
真
摯
な
取
り

し
ん
し

組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

水
車
と
発
電
機
の
一

体
更
新
で
出
力
を
向

上

Ｊ
パ
ワ
ー
田
子

倉
発
電
所

進化途上の火力発電

第３世代ＬＮＧ火力が活躍
　
原
発
の
稼
働
率
が
過
去

年
で
最
低
に

落
ち
込
む
中
、
代
役
の
一
番
手
と
な
る
の

が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
。
化
石
燃
料
で
は
最
も
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
少
な
く
、
熱
効

率
も
高
い
。
最
新
鋭
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
の
実

力
は
ど
の
程
度
ま
で
来
て
い
る
の
か
。

　
昨
年

月
に
稼
働
し
た
東
電
富
津
火
力

発
電
所

千
葉
県
富
津
市

４
号
系
列

は
、
最
先
端
の
１
５
０
０
度
Ｃ
級
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル

Ｃ
Ｃ

発
電
を
導

入
。
熱
効
率
は
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

％

低
位
発
熱
量
基
準

を
誇
る
。
東
電
に

と
っ
て
は
第
３
世
代
に
あ
た
る
Ｃ
Ｃ
発
電

で
「
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｃ

モ
ア
・
ア
ド
バ
ン
ス
ド

Ｃ
Ｃ

」
と
呼
ぶ
。

　
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
部
材
が
よ
り
高
熱
に

耐
え
ら
れ
る
よ
う
冷
却
構
造
を
改
善
し
た

こ
と
で
、
従
来
の
１
３
０
０
度
Ｃ
級
か
ら

温
度
が

％
ア
ッ
プ
。
具
体
的
に
は
、
こ

れ
ま
で
タ
ー
ビ
ン
動
翼
の
冷
却
の
た
め
に

空
け
ら
れ
て
い
た
空
気
通
路
に
蒸
気
を
通

す
こ
と
で
、
よ
り
冷
却
し
や
す
く
し
て
耐

熱
性
を
改
善
し
た
。
ま
た
、
そ
の
蒸
気
が

冷
却
で
熱
を
回
収
し
、
さ
ら
に
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
サ
イ
ク
ル
に
送
ら
れ
る
こ
と
で
、
効

率
が
一
層
上
が
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

　
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｃ
の
燃
料
消
費
量
は
年
間
約
１

２
０
万

。
こ
れ
で
同

億

時
の
発

電
量
を
生
み
出
す
。
通
常
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力

に
比
べ
る
と
燃
料
は

％
少
な
く
て
済

む
。
そ
の
分
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
抑

制
で
き
る
。
現
在
、
東
電
で
は
川
崎
火
力

発
電
所

川
崎
市
川
崎
区

で
も
同
型
の

発
電
機
を
建
設
中
。
さ
ら
に
、
そ
の
先
に

は
１
６
０
０
度
Ｃ
級
Ｃ
Ｃ
で
効
率

％
に

達
す
る
「
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｃ

」
の
開
発
も
計
画

し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
関
西
電
力
は
熱
効
率

％

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
を
堺
港
発
電
所

堺
市
西

区

で
稼
働
中
。
や
は
り
１
５
０
０
度
Ｃ

級
Ｃ
Ｃ
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
部

電
力
は
西
名
古
屋
火
力
発
電
所

愛
知
県

飛
島
村

に
、
熱
効
率

％
程
度
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
火
力
を
２
０
１
９
年
度
ま
で
に
稼
働
さ

せ
る
計
画
だ
。

電
源
確
保
へ
移
動
式
発
電
機
を
増
強

効
率
向
上
を
目
指
し
、
研
究

を
進
め
て
い
る
石
炭
ガ
ス
化

炉
の
実
証
試
験
設
備

Ｊ
パ
ワ
ー
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
若
松
研
究
所

電
源
車
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
を

つ
な
ぐ
訓
練

を
実
施
す
る

日
本
原
子
力

発
電
の
作
業

員

東
海
第

二
発
電
所

　原子力発電所を抱える地元自治体の不信感が高まる中、政府や電

力会社は地元の理解を得るため、安全対策などをどのように訴えれ

ばいいのか。原発の安全解析が専門のエネルギー総合工学研究所原

子力工学センターの内藤正則部長は、ハードだけでなく、ソフト面

での対策を早急に打ち出していくべきだと提言する。

ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
を
早
急
に
原
発
の
安
全
対
策

想
定
外
の
事
態
起
こ
り
う
る

厳
し
い
条
件
の
訓
練
必
要

内藤　正則氏エネルギー総合工学研究所原子力工学センター部長イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
―
国
が
全
国
の
原
発
の
安
全
対
策

に
お
墨
付
き
を
与
え
ま
し
た
が
、
地

元
は
納
得
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
安
全
対
策
は
必
要
条
件
だ
が
、

十
分
条
件
で
は
な
い
。
国
が
求
め
た

対
策
は
電
源
車
、
ポ
ン
プ
車
の
配
備

や
防
潮
堤
の
建
設
な
ど
、
す
べ
て
ハ

ー
ド
に
対
し
て
の
も
の
だ
。
大
地
震

で
鉄
塔
が
倒
れ
、
車
が
下
敷
き
に
な

っ
て
壊
れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
、
防

潮
堤
を
越
え
る
よ
う
な
大
津
波
は
絶

対
に
来
な
い
の
か
。
想
定
外
の
事
態

は
起
こ
り
う
る
」

　
―
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で

す
か
。

　
「
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
が
必
須
。

非
常
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、

現
実
的
な
訓
練
を
す
る
こ
と
だ
。
今

ま
で
も
訓
練
は
し
て
い
た
が
、
そ
れ

は
事
前
に
シ
ナ
リ
オ
が
作
ら
れ
て
い

て
、
し
か
も
厳
し
い
条
件
を
想
定
せ

ず
に
行
っ
て
い
た
。
全
電
源
喪
失
な

ど
最
も
厳
し
い
条
件
で
、
か
つ
抜
き

打
ち
で
実
施
す
べ
き
だ
っ
た
」

　
―
訓
練
が
甘
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
も
役
に
立
ち
ま
せ
ん
ね
。

　
「
体
を
動
か
せ
ば
、
想
定
外
の
こ

と
が
起
き
て
も
対
応
能
力
が
身
に
付

く
。
今
回
の
福
島
第
一
原
発
の
事
故

で
は
電
源
を
持
っ
て
き
て
も
、
プ
ラ

グ
が
違
う
、
配
線
が
届
か
な
い
、
電

圧
が
異
な
る
な
ど
と
い
っ
て
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
。
事
前
に
こ
こ
ま
で
訓

練
し
て
い
れ
ば
、
分
か
っ
て
い
た
こ

と
だ
」

　
―
今
後
、
原
発
は
ど
う
あ
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

　
「
新
増
設
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

現
状
維
持
ま
で
は
良
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
に
は
電
力
会
社
が
訓
練
を

真
面
目
に
行
い
、
そ
れ
を
国
民
に
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
理
解
を
求

め
て
い
く
し
か
な
い
。
今
回
の
事
故

を
想
定
外
の
天
災
が
起
き
た
か
ら
で

は
な
く
、人
災
だ
っ
た
と
認
め
、防
ぎ

得
た
も
の
だ
っ
た
と
し
て
対
策
を
打

ち
出
す
こ
と
が
必
要
だ
。
想
定
外
の

天
災
に
は
対
応
で
き
な
い
と
言
っ
て

し
ま
え
ば
、も
う
原
発
は
、動
か
せ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」

エネルギー産業

東
電
富
津
火
力
発
電
所
の
４
号
系
列
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
熱
効
率
を
誇
る

　
Ｌ
Ｎ
Ｇ
よ
り
効
率
は
劣
る
も

の
の
、
石
炭
火
力
の
実
力
も
上

が
っ
て
き
て
い
る
。
石
炭
の
埋

蔵
量
は
ほ
か
の
資
源
に
比
べ
圧

倒
的
に
多
く
、
採
掘
場
所
も
偏

在
し
て
い
な
い
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
、
そ

の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。

　
し
か
も
日
本
の
石
炭
火
力
の

効
率
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。

ボ
イ
ラ
の
蒸
気
温
度
６
０
０
度

Ｃ
程
度
の
超
々
臨
界
圧

Ｕ
Ｓ

Ｃ

技
術
を
適
用
。
Ｊ
パ
ワ
ー

の
磯
子
火
力
発
電
所

横
浜
市

磯
子
区

の
新
２
号
機
は
効
率

％
を
誇
る
。
こ
れ
に
対
し
、

諸
外
国
は

％
に
満
た
な
い
。

Ｊ
パ
ワ
ー
に
よ
る
と
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ

プ
ラ
ン
ト
の
運
転
に
は
高
度
の

運
用
管
理
能
力
が
必
要
で
日
本

は
電
力
会
社
と
重
電
メ
ー
カ
ー

が
早
く
か
ら
協
力
し
、
高
い
稼

働
率
で
運
転
。
そ
の
蓄
積
に
よ

り
、
世
界
一
の
効
率
を
実
現
し

て
い
る
。

　
さ
ら
な
る
効
率
向
上
へ
、
研

究
開
発
も
進
ん
で
い
る
。
蒸
気

の
温
度
を
７
０
０
度
Ｃ
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
で
、
効
率

％

を
目
指
す
ア
ド
バ
ン
ス
ド
Ｕ
Ｓ

Ｃ
が
そ
の
一
つ
。
高
温
高
圧
に

耐
え
ら
れ
る
ボ
イ
ラ
素
材
の
開

発
が
、
電
力
会
社
と
メ
ー
カ
ー

の
間
で
続
い
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
が
石
炭
ガ
ス
化
に

よ
る
複
合
発
電

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

だ
。
ガ
ス
化
炉
で
石
炭
か
ら
水

素
と
一
酸
化
炭
素
を
取
り
出

し
、
あ
と
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
の
Ｃ

Ｃ
発
電
と
同
じ
よ
う
に
、
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
と
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
で

発
電
す
る
も
の
だ
。
こ
れ
に
よ

り
、
効
率
は

―

％
ま
で
高

ま
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
先
に
Ｉ
Ｇ
Ｃ

Ｃ
と
燃
料
電
池
を
組
み
合
わ
せ

た
石
炭
ガ
ス
化
燃
料
電
池
複
合

発
電
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｃ
が
あ
る
。
燃

料
電
池
で
水
素
か
ら
電
気
を
作

っ
た
後
、ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
、蒸
気

タ
ー
ビ
ン
を
回
す
と
い

う
も
の
。
効
率
は

％

以
上
と
な
り
、
今
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
火
力
を
上
回
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
火

力
発
電
は
ま
だ
ま
だ
進

化
の
途
上
に
あ
る
と
い

え
る
。
例
え
ば
、
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所

の
橋
本
彰
特
任
教
授

は
、
Ｃ
Ｃ
に
固
体
酸
化

物
形
燃
料
電
池
を
加
え

た

ト
リ
プ
ル
複
合
発

電

を
研
究
中
。
そ
の

効
率
は

％
に
及
ぶ
。

実
用
化
は

年
以
上
先

と
さ
れ
る
が
、
「
燃
料

電
池
の
量
産
化
技
術
が

確
立
で
き
れ
ば
実
用
化

は
も
っ
と
早
く
な
る
」

橋
本
特
任
教
授

と

期
待
を
寄
せ
る
。

　
福
島
第
一
原
発
の
事
故
後
、

全
国
の
原
発
は
経
済
産
業
省
の

指
示
を
受
け
、
矢
継
ぎ
早
に
安

全
対
策
を
施
し
て
い
る
。
ま
ず

は
緊
急
安
全
対
策
と
し
て
、
電

源
確
保
の
た
め
の
移
動
式
発
電

機
を
増
強
。
津
波
の
来
な
い
高

台
に
非
常
用
発
電
機
を
積
ん
だ

自
動
車
を
置
き
、
い
ざ
と
い
う

時
は
現
場
に
急
行
。
即
座
に
電

源
を
つ
な
ぎ
、
原
子
炉
や
使
用

済
み
燃
料
プ
ー
ル

の
冷
却
装
置
を
回

せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
ポ
ン
プ

が
冠
水
し
て
故
障

し
、
冷
却
水
を
送

れ
な
い
場
合
に
備

え
、
消
防
車
を
用
意
。
そ
の
ポ

ン
プ
を
使
っ
て
、
海
水
を
含
む

冷
却
水
を
送
り
込
む
。そ
の
他
、

細
か
い
チ
ェ
ッ
ク
を
終
え
た

後
、
す
べ
て
の
原
発
で
津
波
を

想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
中
長
期
対
策
と
し
て
は
、
津

波
の
浸
入
を
抑
え
る
防
潮
堤
や

防
波
堤
を
建
設
。
福
島
第
一
原

発
を
襲
っ
た
津
波
の

を
参

考
に
、
大
半
の
原
発
が
海
抜

の
高
さ
に
す
る
予
定
だ
。
そ

れ
で
も
波
が
押
し
寄
せ
た
場
合

に
備
え
、
建
物
の
扉
の
密
着
度

を
上
げ
る
工
事
も
行
う
。

　
６
月
に
は
、
経
産
省
が
シ
ビ

ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
を
指

示
。
具
体
的
に
は

中
央
制
御

室
の
作
業
環
境
を
維
持
す
る
た

め
、
空
調
用
の
非
常
用
電
源
を

確
保

非
常
用
通
信
手
段
を
確

保

高
い
放
射
線
量
に
対
応
し

た
防
護
服
の
確
保
な
ど

水
素

爆
発
の
防
止
策

高
い
放
射
能

を
帯
び
た
が
れ
き
撤
去
用
重
機

の
配
備
―
を
実
施
し
て
い
く
。

　
地
味
な
が
ら
、
水
力
発
電
所

の
能
力
も
少
し
ず
つ
上
が
っ
て

い
る
。
Ｊ
パ
ワ
ー
は
設
備
更
新

に
合
わ
せ
、
水
車
と
発
電
機
を

一
体
で
交
換
す
る
こ
と
で
出
力

を
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
着

目
。現
在
、田
子
倉
発
電
所

福

島
県
只
見
町

で
の
全
４
機
一

括
更
新
工
事
に
適
用
し
て
い

る
。

　
従
来
の
よ
う
に
別
々
に
更
新

し
た
場
合
、
交
換
前
の
古
い
設

備
の
容
量
や
仕
様
に
合
わ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
新
品
に
交
換

で
き
な
か
っ
た
。
両
者
を
一
体

設
計
す
る
こ
と
で
最
新
の
技
術

を
余
す
こ
と
な
く
導
入
で
き
る

わ
け
だ
。
田
子
倉
発
電
所
の
完

工
予
定
は
２
０
１
２
年
５
月

で
、
全
体
の
出
力
は

万

か
ら

万

に
向
上
す
る
。

　
北
海
道
電
力
は
豊
平
峡
発
電

所

札
幌
市
南
区

で
、
水
車

の
羽
の
形
状
を
３
次
元
解
析
に

よ
り
改
善
。
出
力
を
５
万

か
ら
５
万
１
９
０
０

に
引

き
上
げ
た
。
水
の
流
れ
や
圧
力

の
解
析
か
ら
、
水
の
当
た
る
部

分
を
湾
曲
さ
せ
、
羽
の
角
度
や

厚
さ
を
最
適
化
。
損
失
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
減
少
さ
せ
、
水
車
の
損

傷
を
減
ら
す
こ
と
に
も
成
功
し

て
い
る
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ６月２７日 月曜日 【広告特集】 （ ）


